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事業強化に繋がる脱炭素計画作りと目的達成手法
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会 社 概 要
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会社概要

商号 ウイングアーク１ｓｔ株式会社
（英文表記：WingArc1st Inc.）

所在地 〒106-0032
東京都港区六本木三丁目2番1号
六本木グランドタワー

創業 2004年3月

資本金 11億9,981万円（2024年2月末現在）

事業内容 ソフトウェアおよびサービスの開発・販売

決算期 2月

売上高 257億円（2024年2月末）

従業員数 連結881人／単体776人（2024年2月末現在）

ビジネスドキュメント データエンパワーメント

出典：株式会社デロイトトーマツミック経済研究所
「帳票設計・運用製品の競合調査2023年度版」
（帳票運用製品）

帳票市場国内シェアNo.1

出展：富士キメラ総研「ソフトウェアビジネス新市場 2023年
版」BIツール・2022年度実績を基に当社独自に推計

※日経コンピュータ 2023年8月31日号顧客満足度調査
2023-2024データ分析・利活用支援ソフト／サービス部門 1位

事業領域

BI市場国内シェアNo.1

累積導入社数 35,000社以上※ 累積導入社数 9,700社以上※
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会社概要

総合帳票基盤ソリューション データ分析基盤 ＢＩダッシュボード

見える化からアクションへ分析の思考を止めない高速集計

ノンストップ帳票運用 商取引の文書の電子化・効率化

※オンプレミス・クラウド選択可

※オンプレミス・クラウド選択可

クラウドサービスを自由に繋ぐチャット型iPaaS（バーチャルアシスタント）

※オンプレミス・クラウド選択可

※オンプレミス・クラウド選択可

WebExcel

電子帳票プラットフォーム

※クラウド限定

ビジネスドキュメント事業 データエンパワーメント事業

dejiren

文書管理 AI OCR

電子取引/電子契約

データプレパレーションを統合した
データ分析基盤



Copyright © 2024 WingArc1st Inc.  All Rights Reserved.

E c o N i P a s s の 特 徴 と 機 能
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削減ポテンシャル診断
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カーボンニュートラル業務(1/4)

EcoNiPassは、CO2排出量可視化プラットフォームです。

削減に向けた見える化を実現し、削減に向けた計画立案支援、削減施策の実行までトータルでサポートしていきます。

ヒト・モノ・カネ・情報を包括する形で環境という軸を社内で持ち経営判断をしていく必要がある。

現状把握
（見える化）

削減計画策定
（わかる化）

実行（排出量削減）
（現場最適化）

CO2排出量算定

シナリオ分析・戦略立案

ロードマップ策定
削減ポテンシャル診断
管理・削減範囲の決定

排出量見える化
（運用）

業務プロセス改善

調達・機器改善

CO2排出量管理

事業運用
（事業・経営最適化）

請求書・納品書連携や
販売/会計データとの掛け合わせ

会計ソリューション
調達/生産データとの連携
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データ収集・可視化・認証 削減コンサル・削減ソリューション
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EcoNiPassの特徴

EcoNiPassは可視化から削減まで一気通貫でカーボンニュートラルの実現を支援します。

ウイングアーク1st株式会社が、CO2排出量可視化プラットフォームサービス「EcoNiPass」提供し、可視化ができた後は

エコパートナーが、削減に向けたコンサルティングや削減ソリューションを用いてご支援します。

カーボンニュートラル削減に
向けたご相談

EcoNiPassパートナーが、CO2排出量の
算出/可視化に関するご相談に加え、
排出量の削減に向けたご相談を承ります。

CO2排出量の
算出・可視化

サプライチェーン
連携

製品別のCO2排出量
(CFP)の可視化

省エネ法対応

Web API公開予定

EcoNiPassエコパートナー

富士電機ITソリューション
株式会社

鈴与商事株式会社

多数のEcoNiPassパートナーと連携

株式会社FAプロダクツ

株式会社アスア

認証取得支援
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例｜B社生産量 10,000個/月、A社向け2,500個/月
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②-1 サプライチェーン連携

CO２排出量の可視化は、企業価値を示すサプライチェーン排出量と、製品価値を示すLCA排出量（カーボン
フットプリント）の２つあります。

サプライチェーン排出量

算出範囲 企業の事業活動

算出対象 Scope1,2,3

Scope3
（他社排出量）
の算出方法

統計データを用いる
（＝一企業にて完結）

訴求価値 企業価値（＝機関投資家向け）

想定市場 大手企業のみ（現状：プライム上場企業）
B社全体のエネルギー

使用量を入力

サプライヤーB社（A社へ部品納入） 部品製造メーカーA社

標準搭載

A社向けの活動量を入力することで、自動的にScope3へ連携

Scope1

Scope2

Scope3

Scope1

Scope2

Scope3
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【３】事業グループでの活用【２】事業所データの集計【1】サプライチェーン
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②-2 サプライチェーン連携

サプライチェーン連携機能は、サプライチェーンとの連携のみでなく事業所や企業グループ単位での集計が容易に
なります。

メーカーとして、サプライヤーの排出量を

自社に取り込んで管理

本社として、各事業所の排出量を集計して

全社のデータを管理

脱炭素支援や金融支援のデータ収集ツール

としてのご活用

データの

収集、閲覧

Scope1

Scope2

Scope3

Scope1

Scope2

Scope3

Scope1

Scope2

Scope3

Scope1

Scope2

Scope3

標準搭載

Scope1

Scope2

Scope3

Scope1

Scope2

Scope3

本社
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CFP（カーボンフットプリント）

算出範囲 製品のライフサイクル

算出対象 Scope1,2,3

Scope3
の算出方法

活動量×実測データ

実測データ
関連企業（上流）の実測値

※Scope1,2,3(３のうちカテゴリ1,4,5)

算出内容 製品価値（＝消費者向け）

⚫ LCA（ライフサイクル・アセスメント）の算出は、サプライチェーン全体での実測や情報連携が必要で、多くの企業に
とって大きな負担（コスト、業務工数）となる見込みです。

⚫ EcoNiPassでは製品単位、製造ライン単位での可視化や詳細な分析が可能で、CO2排出量削減時の施策の検
討が容易になります。
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③ 製品別のCO2排出量(CFP)の可視化 製品別のCO2排出可視化(CFP)

EcoNiPassの可視化画面
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Web API対応省エネ法対応
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④・⑤省エネ法対応・ Web API

エネルギーの使用の合理化及び非化石エネルギーへの
転換等に関する法律、通称「省エネ法」は、一定規模
以上の事業者に、エネルギーの使用状況等について定
期的な報告と省エネや非化石転換等に関する取組の見
直しや計画の策定等を行っていただく法律です。
EcoNiPassは省エネ法に対応した活用も可能です。

Web APIを使用し、各測定器具と連携が可能です。
計測機器からの一次データをEcoNiPassに直接投入する
ことで、毎月の入力作業が不要になります。
その他にも電力、ガスなど各種Web明細などのサービス
とAPI連携するで、毎月のデータのインポートの手間が
不要になります。

⚫ 省エネ法やWeb API連携もオプション機能（有償）でご提供しています。
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BelieveTechnology株式会社
提供サービス

１．CO2排出量（スコープ1、スコープ2、スコープ3）の計算

２．自然エネルギーを中心とした電力の販売

３．自家消費・PPA等 太陽光発電設備の販売

４．各種コンサルティング事業(LCA,CFP,TCFD,CDP,SBT）

５．その他インターネットを利用した各種サービスの企画、制作、販売、配信、運営及び管理

Beliebe Technologyの提供サービス

⑥SCOPE3算定サービス

SCOPE3算定方法について

EcoNiPassパートナーのBelieve Technology社のサービスを活用し、温対法に基づく
算定・報告・公表制度や環境省サプライチェーン排出量ガイドライン、GHGプロコトル

に基づき（スコープ1.2.3）を算定いたします。

スコープ1,2,3
排出量
算定支援

e-ラーニング
講座

セミナー
CO2削減

ソリューション

Copyright © 2024 WingArc1st Inc.  All Rights Reserved.
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⑦SBTi認定支援サービス

SBTi認証サービス

専門家が伴走し分析/目標設定、資料作成支援、審査、開示/維持におけるプロセスを支
援いたします。将来的にはEcoNiPassでドキュメントや目標設定ができるよう開発中。

Copyright © 2024 WingArc1st Inc.  All Rights Reserved.

出展：SBTiオフィシャルサイト
https://sciencebasedtargets.org/

項目 中小企業向け 通常

対象 非子会社・独立系企業
10,000t-CO2/年以下に加え
250名以下
売上50百万ユーロ
総資産25百万ユーロ
森林・土地利用事業社などでない

特になし

目標年 2030年 申請から5年～10年（任意）

基準年 2018年～2023年（選択） 最新データが得られる年での設定を推奨

削減対象範囲 SCOPE1,2,3
SCOPE3は目標無し

SCOPE1,2,3
SCOPE3が4割を超えない場合設定無し

目標レベル SCOPE1,2
1.5℃：少なくとも年4.2％削減

SCOPE1,2
1.5℃：少なくとも年4.2％削減
Well below2℃：少なくとも年2.5％削減

SBT申請費用 1目標につき1,250＄ 目標妥当性確認サービス：9,500＄
目標再提出は、1回4,750＄

承認までのプロセス 目標提出後、提出情報の内容確認ごに承
認されSBTi Webサイトに掲載

目標提出後、事務局による審査が行われ
る

登録
分析

目標設定
提出 審査 開示/維持

• ハンズオ
ン支援

• テンプ
レート提
供

• 計算基礎
提供

• 企業の行
動に対す
るハンズ
オン支援

• ハンズオ
ン支援

• コミュニ
ケーショ
ン補助

• 計算根拠
などのリ
ソース提
供

• ハンズオ
ン支援

http://#
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⑧脱炭素施策・ロードマップ作製

Copyright © 2024 WingArc1st Inc.  All Rights Reserved.

脱炭素化を事業強化の機会に
AIとデータによって、コスト削減/事業成長できる最適な脱炭素ロード

マップを策定し、見える化の次「削減」を促進します。

月額：30,000円～



事業強化に繋がる脱炭素計画

作りと目的達成手法

（EcoNiPassの将来像）
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①EcoNiPassでの現状把握

目標決定
2013年度比〇〇％削減

コンサル

Step①（現状把握） Step②（削減施策決定）

生成AI活用

②削減施策決定

Step③（削減Sol優先度決定）

業務プロセス改善
（GreenAi優位）

調達・機器改善
（Solベンダーマッチング）

各種認証取得

Step④AP＆計画策定

③改善手法・認証取得決定

⑤アクションプラン策定

⑥財務インパクトシミュレーション

脱炭素計画作りと目的達成ステップの全体像
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ユーザー選択

期間指定

Scope選択

エネルギー選択
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STEP①CO2排出量の算出・可視化

検索メニューで

見たい情報が見える

❶

EcoNiPassの管理画面では、見たい情報を詳細検索が可能です。

排出源ごとや原単位ごとの排出量や、削減情報を細かく見える化できるようになっています。
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STEP②-1削減施策（GreenAi活用）
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STEP②-1削減施策（GreenAi活用）
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STEP②-2削減施策（コンサル活用）

データ収集・可視化・認証 削減コンサル・削減ソリューション

カーボンニュートラル削減に
向けたご相談

EcoNiPassパートナーが、CO2排出量の
算出/可視化に関するご相談に加え、
排出量の削減に向けたご相談を承ります。

CO2排出量の
算出・可視化

サプライチェーン
連携

製品別のCO2排出量
(CFP)の可視化

省エネ法対応

Web API公開予定

EcoNiPassエコパートナー

富士電機ITソリューション
株式会社

鈴与商事株式会社

多数のEcoNiPassパートナーと連携

株式会社FAプロダクツ

株式会社アスア

認証取得支援
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STEP②-3各種認証制度取得

SBT認証
（SBTイニシアティブへの加盟）

WWF、CDP、世界資源研究所（WRI）、国
連グローバル・コンパクトによる共同イニ
シアティブ。

「コミットメント（宣言）」に始まり、継続して
測定、報告を行う。

※中小企業版については一部省略可能
な事項あり

国際認証

ISO14001 : 2015（EMS）
（環境マネジメントシステム）

ISO14068-1:2023
（カーボンニュートラリティに関する
国際規格）

ISO14001は企業活動における「環境側
面」のマネジメントシステム。

ISO14068については2024年1月に世界で
初めて、ヤマト運輸株式会社がBSIより本
規格に基づいたカーボンニュートラルの
検証を受け、主要商品である宅急便や宅
急便コンパクト等について、第三者検証
意見書を取得している。

国際規格

GXリーグ
（経済産業省）

基本構想として、
①企業が世界に貢献するための リー
ダーシップのありかたを示す。

②GXとイノベーションを両立し、いち早く
以降の挑戦・実践をした者が、生活者に
選ばれ、適切に「設ける」構造を作る。

③企業のGX投資が、金融市場、労働市
場、市民社会から応援される仕組みを作
る。

国内制度

EMS認証取得事業者については、いわゆ
る「経診」や地方公共団体入札における
加点などの措置あり。

SBT認証事業者については、地方公共団
体入札における加点のほか、「ものづくり
補助金 ※」における上限額の向上（最大
4000万円）、日本政策金融公庫における
優遇金利商品などがある。

GXリーグ加盟事業者については、「もの
づくり補助金 ※」における加点、今後
「GX推進法」に基づく金融支援や排出量
取引制度などが実施される。
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STEP③削減施策の優先順位決定
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STEP③削減施策の優先順位決定
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STEP④削減計画策定
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STEP④財務インパクトシミュレーション
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EcoNiPassサマリ

26

サプライチェーンの想いをつなぎ

ともに未来を織りなしていく
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